
妙
義
山
地
取

フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
岡
倉
不
在
中
の
明
治
二
十
年
―
―
―
月
、
狩
野
芳
崖
と
狩
野
友
信

は
岡
不
崩
、
岡
倉
秋
水
、
本
多
天
城
を
連
れ
て
妙
義
山
へ
写
生
旅
行
に
出
か
け

た
。
出
発
し
た
日
は
、
本
学
蔵
狩
野
友
信
履
歴
書
の
明
治
二
十
年
三
月
二
十
六

日
の
項
に
「
宜
地
為
寓
景
上
野
國
妙
義
山
二
出
張
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
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や
、
ま
た
、

後
述
の
狩
野
芳
崖
箪
「
妙
義
山
地
取
」
図
巻
の
中
に
「
二
十
六

日
」
「
二
十
七
日
」
な
ど
と
写
生
の
日
付
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
み
て
二
十
六
日
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
帰
京
の
日
は
定
か
で
な
い
が
、

数
日
間
の
旅
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
の
旅
行
に
つ
い
て
は
岡
不
崩
の
回
想
記
が
二
つ
あ
る
。

芳
崖
先
生
が
岡
盟
取
調
掛
に
居
つ
た
時
分
に
妙
義
山
の
寓
生
に
行
っ
た
事

が
あ
る
。
そ
れ
は
河
瀕
秀
治
君
が
其
慮
の
縣
令
を
さ
れ
て
居
て
〔
河
瀬
が

群
馬
県
令
の
任
に
あ
っ
た
の
は
明
治
六
年
1

編
者
註
〕
、
其
管
轄
だ
か
ら
妙
義

山
に
登
ら
れ
て
、
妙
義
山
は
宜
に
絶
景
だ
、
端
西
よ
り
景
色
が
良
い
と
云

ふ
の
で
芳
崖
さ
ん
に
是
非
お
出
で
な
さ
い
と
言
っ
て
来
た
、
其
虞
で
芳
崖

さ
ん
は
文
部
省
に
願
つ
て
友
信
さ
ん
と
二
人
が
旅
費
を
貰
ひ
、
そ
れ
か
ら

私
と
岡
倉
秋
水
、
本
多
天
城
、
こ
れ
は
自
費
で
し
た
が
、
先
生
は
鞄
に
文

部
省
御
用
と
昔
風
に
札
を
貼
つ
て
行
か
れ
た
。

（
「
本
校
創
立
当
時
回
顧
座
談
会
」

『東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
三
十

巻
第
一
号
。
昭
和
六
年
四
月
）

〔
芳
崖
は
〕
曽
て
妙
義
へ
行
っ
た
時
は
、
宜
景
に
就
て
批
評
さ
れ
た
。
紐
丘
⑬

請
峠
砂
霜
守
祈
日
横
川
か
ら
人
力
車
で
坂
本
村
を
過
ぎ
、

碓
氷
峠
を
登

る
と
き
に
、
先
生
は
ふ
り
返
り
／
＼
景
色
の
説
明
を
さ
れ
た
が
、
車
上
で

は
思
ふ
や
う
に
話
し
が
出
来
ぬ
と
言
っ
て
遂
に
車
か
ら
降
り
て
説
明
し
な

が
ら
こ
っ
／
＼
と
峠
を
越
え
て
軽
井
澤
に
着
い
た
。
翌
日
横
川
へ
下
る
時

も
同
様
で
、
車
夫
は
空
車
を
引
て
お
供
で
あ
る
。
紐
坪
五
瑾
姦
妙
義
中
ノ

嶽
の
稗
官
の
慮
ヘ
一
泊
を
し
た
時
に
は
、
翌
朝
の
日
出
前
に
山
の
景
色
を
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寓
生
し
ろ
と
命
ぜ
ら
れ
た
。

に
あ
り
、

（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』

残
雪
が
虞
々

時
は
三
月
下
旬
で
は
あ
る
が
、

し
か
も
霜
が
雪
の
や
う
に
降
つ
て
居
て
、
寒
い
の
に
閉
口
し
た

が
、
成
程
早
朝
の
山
の
景
色
は
格
別
で
あ
っ
た
。
毎
日
宿
に
着
く
と
、
ま

ず
其
日
の
寓
生
を
先
生
に
見
せ
る
。
色
々
の
批
評
が
あ
る
。
な
か
／
＼
有

盆
な
修
學
旅
行
で
あ
っ
た
。
予
は
此
旅
行
で
風
景
畳
の
研
究
が
一
歩
を
進

4

0

予
は
其
前
年
碓
氷
を
越
え
信
州
路
よ
り
木
哲
に
入
り
木
曽
川
を
ヒ
し

め
た
と
信
ず
る
の
て
あ
る
下
り
大
垣
に
出
で
そ
れ
よ
り
郷
里
越
前
に
降
り
た
る
こ
と
あ
り絹

生
も
大
に
得
る
虞
が
あ
ら
れ
た
や
う
だ
。
今
米
國
に
あ
る
懸
崖
飛
沫
夕
本

陽
蹄
樵
立
な
ど
の
圏
は
此
旅
行
の
を
り
の
寓
生
で
あ
る
。
紐
謬
緒
澁
ば
導

四
年
前
に
岡
倉
覺
三
氏
が
同
盟
辞
職
の
時
に
蹄
京
し
て
か
ら
、
随
行
し
た
門
人
共
は
寓

先
生
の
下
畳
類
は
大
抵
散
逸
し
た
の
で
あ
る

生
を
仕
上
け
て
先
生
の
批
評
を
乞
ふ
た
の
だ
が
、
そ
の
時
予
が
寓
生
し
た

も
の
4

内
に
、
火
山
岩
の
披
法
を
工
風
し
た
の
を
見
ら
れ
て
、
こ
れ
は
面

白
い
。
ど
う
云
ふ
風
に
か
い
た
の
か
教
へ
ろ
と
言
は
れ
た
。
予
は
、
買
は

是
迄
狩
野
家
の
や
う
な
跛
を
か
く
と
丸
み
が
付
か
な
い
か
ら
、
色
々
と
エ

風
し
て
見
た
ら
ど
う
や
ら
丸
く
見
え
る
や
う
で
す
と
言
っ
た
ら
、
大
喜
び

、、

で
、
其
甕
法
を
わ
し
に
呉
れ
。
一
っ
描
い
て
見
る
か
ら
と
言
っ
て
、
描
か

れ
た
の
が
、
即
ち
か
の
福
壽
之
圏
二
幅
到
の
巖
の
跛
法
で
あ
る
。

（
岡
不
崩
著

『
し
の
ぶ
草
』
明
治
四
十
一
＿
一
年
十
二
月
。

日
英
舎
）

と
こ
ろ
で
高
屋
肖
哲
は
「
座
談
会
の
後
に
」

第
三
十
巻
第
一
号
）
に
、

芳
崖
ら
が
明
治
十
九
年
十
一
月
に
妙
義
山
の
秋

景
図

取
り
の
た
め
に
旅
行
し
た
と
記
し
て
い
る
。
と
す
る
と
芳
崖
ら
は
二
度
妙
義
山

へ
出
か
け
た
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
高
屋
の
記
憶
違
い
ら
し
い
。

彼
は
ほ
か
に
岡
倉
覚
三
が
帰
国
直
後
の
明
治
二
十
年
十
一
月
十
日
頃
、
本
多
天

城
と
岡
不
崩
を
連
れ
て
妙
義
山
の
紅
葉
見
物
に
出
か
け
た
こ
と
も
記
し
て
お

づ
き
な
が
ら
も
、
各
種
の
画
像
、
特
に
西
洋
画
の
天
使
像
な
ど
も
参
考
に
し
て
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り
、
こ
れ
と
混
同
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
因
み
に
高
屋
自
身
は
ど
ち
ら
の
旅

行
に
も
加
わ
っ
て
い
な
い
。

芳
崖
ら
の
妙
義
山
旅
行
は
上
記
『
し
の
ぶ
草
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
修
学
旅
行
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
際
の
写
生
は
三
巻
に
線

「
妙
義
山
地
取
」
で
、
第
二
巻
は
「
妙
義
山
佛
界
地
取
」
と
な
っ
て
い
る
。
執

れ
も
主
と
し
て
鉛
筆
（

一部
色
鉛
筆
使
用
）
を
用
い
、
上
毛
三
山
や
浅
間
山
そ
の

他
山
脈
の
遠
景
や
妙
義
山
中
の
近
景
な
ど
を
写
生
し
た
も
の
で
、

名
、
写
生
地
点
、

悲

母

観

音

日
時
、
和
歌
な
ど
も
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
中
に
は
妙
義
町

の
白
井
幸
次
郎
な
る
人
の
所
蔵
品
（
石
器
、
曲
玉
、
硯
、
古
画
等
）
の
写
生
や
メ

モ
な
ど
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
図
巻
は
単
に
芳
崖
筆
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
か
の

日
本
近
代
絵
画
の
名
作
の
―
つ
に
数
え
ら
れ
る
「
悲
母
観
音
」
（
重
要
文
化
財
、

絶
筆
と
な
っ
た
作
で
あ

る
。
古
く
は
慈
母
観
音
と
呼
ば
れ
た
。
上
述
の
妙
義
旅
行
か
ら
帰
る
と
、
芳
崖

は
そ
の
下
図
に
と
り
掛
り
、
死
の
数
日
前
ま
で
小
石
川
の
事
務
所
で
制
作
を
続

け
た
と
い
わ
れ
る
。
本
学
芸
術
資
料
館
に
は
こ
の
作
品
の
た
め
の
下
図
類
も
多

く
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
見
る
と
、
芳
崖
が
古
画
の
観
音
図
の
図
柄
に
基

構
想
を
練
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

「
本
校
創
立
当
初
回
顧
座
談
会
」
（
前
出
）
に
於
て
は

こ
の
作
品
が
―
つ
の
話

本
学
芸
術
資
料
館
蔵
）
は
芳
崖
の
最
高
傑
作
で
あ
り
、

人
の
写
生
も
多
少
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

地
名
や
山

め
ら
れ
、

本
学
芸
術
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

標
題
は
第
一

、
三
巻
が

欧米美術視察
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